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「下取りと3Rの微妙な関係を考える」
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下取り・・・使用済み製品を販売企業が引き取る
⇒ＥＰＲの製品引取と同じ？
・・・ＥＰＲで期待されているような３Ｒ効果があるの？

下取り・・・販売促進、買替促進のため
⇒長期使用に反する？

はじめに

こうした疑問について、理論的に整理
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モノの流れ

お金の流れ

ＥＰＲを適用すると・・・

生産者
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ごみ処理 回収

選別

再生
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２.ＥＰＲに期待される３Ｒ効果

生産者が再利用
システムを構築・
維持することでご
み量・再利用量
を適正化

生産者に静脈コ
ストが直接伝わ
り、設計変更の
誘因が生じる

再利用効果再利用効果

ＤｆＥＤｆＥ 効果効果
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回収

ごみ無料・逆有償に、

生産者

販売者

消費者

ごみ処理

素材生産

生産者

・
・
・

選別

再生

回収

モノの流れ

お金の流れ 再利用システム
の構築・維持の
可能性

ごみ処理にいく
場合も

生産者への設計
変更の誘因伝達
は・・・

３.下取り・中古引取の効果

定額下取りが加わると・・・
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下取りによりＤｆＥが促進されるためには・・・

① 販売店の下取り費用が、製品特性と関連付
けられて、生産者に認識されること

製販統合、販促協力・上流への転嫁、など

② ＤｆＥによって各メーカーが負担する費用を
低減できる場合

③ 下取り回収とＤｆＥがトータルとして環境負荷
を下げる上で有効である

３.下取り・中古引取の効果

＋負担になっても辞めない！
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下取りの販売促進効果をどう考えるか・・・

① 割引効果⇒通常の値引きと同じ

商品の参照価格を下げない可能性あり

⇒経営面でメリットがある可能性も

② スペース効果⇒下取り特有の効果

通常値引以上に買替促進効果を持つ可能性あり

ただし、資源利用効率を考えたとき、使わずに眠ら
せておくのと、リユース・リサイクルされるのと、どち
らが望ましいか、検討が必要。

③ ごほうび効果・免罪符効果

実際の環境負荷のチェックと適切な情報提供で誤
解を予防することが長期的に重要

３.下取り・中古引取の効果
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ごみ無料・逆有償に、査定買取が加わると

生産者

販売者

消費者

ごみ処理

素材生産

生産者

・
・
・

モノの流れ

お金の流れ
有価取引可能な
ものが中古取引

消費者が買取価
格を踏まえて購
入すれば、再利
用価値を上げる
設計への誘因

中古と新製品の
競合

３.下取り・中古引取の効果

回収

選別

再生
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まとめ

下取り品の再利用を行う定額下取りは、消費者にとって
利用しやすい資源回収ルートの構築につながり、再利
用促進に寄与する可能性がある

ＥＰＲに期待されるＤｆＥを、定額下取りに期待するのは
難しい

定額下取りの販売促進効果は、通常の値引よりも買替
促進効果を持つ可能性がある。ただし、その３Ｒからの
評価は今後の課題

下取りは３Ｒにつながるイメージがあるため、誤解を生
まないよう、引取後の行方などの情報公開も重要

査定買取／中古品取引は、市場が完全であれば、再利
用・ＤｆＥ効果を持ちえるが、ＤｆＥ効果はあまり現実的で
はない


